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研究会報告
カオス と量子論 とは一見本質的 に相 いれない性質 をもっている｡前者 は非線形
ダイナ ミクスの帰結であるのに対 して∴後者 を支配す るのは線形ダイナ ミクスで
ある｡量子論においてカオスの対応物 は本当に存在す るのだろ うか ? そのとき
量子論のみが もっ諸特性 (波動 関数 ,スペ ク トル etc..‥‥ )は どのよ うな挙動 を
示すだろ うか ? 実験的 にはどのよ うな系で, どのよ うな方法で量子 カオスが観
測 されているのだろ うか ? 量子 カオスは系 の熱力学的平衡状態-の接近 とどの





京大 ･理 長谷川洋,桑田雅泰,ATR P.Davis
2.半古典的経路積分法による量子カオス-のアプローチ 京大 ･理 足立聡
3･ Quantalversionofresonanceoverlapping
京大 ･理 戸田幹人,京大 ･基研 池田研介
4.A modelofthestochastictheoryoflevels





京大 ･理 長谷川洋,チュ-ビンゲン大 G.Wunner
6.非可積分ノ､ミルトン系の行列要素の統計性をめぐって










































期運動 として理解 される2.) (これらの軌道はp-0から出発しLrI～102aBの軌道を画い
て再び r-0に回帰するという意味でrecurrent軌道と名付けられている)この事実は典型的
な量子カオスである反磁性ケプラー運動のイオン化近傍不規則準位中に周期軌道による規則性
が含まれていることを示している｡ この規則性が Runge-LenzベクトルのZ一成分･Az-const.
として表される可能性を示し,これに基く量子化のモデルを議論する｡
§1 実験事実
一様磁場中でのリドバーグ原子エネルギースペクトルは,以前から知られている｡それによ
れば,エネルギースペクトルはイオン化エネルギー附近でほぼ等間隔にならび,サイクロトロ
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